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関西中央部における ｢オル｣･｢～ トル｣軽卑化のメカニズム 21
れまでの調査を総合すると,図1のように示すことができる｡卑語形式の






































た (図3②)｡なお,動詞連用形の [i]の音につくことが多かった ｢～

















































































形式は くオル〉系統を用い,進行態も結果態も ｢～ トル｣で表す｡これら
の ｢オル｣･｢～ トル｣には軽卑的要素はない｡また,卑語の ｢～ヨル｣を
使用する｡三重県中部 ･京都府丹波地方がこの体系である｡
Cは,存在動詞として ｢オル｣を使用する地域である｡アスペクト表現





形式は くオル)系統を用い,進行態を ｢～ヨル｣･｢～ トル｣,結果態を





の ｢*}レ｣･｢～ トル｣には軽卑的要素はない｡福井県若狭地方 ･島根県出






スペクト表現形式は,進行態を くイル)系統の ｢～テル｣,結果態を くア
ル)系統の ｢～チャール｣･｢～タール｣で表す｡大阪府南部がこの体系で
ある.城野 (1992)によれば,｢～チャール｣は岸和田市以南で,｢～クー












































































中古の ｢ヲリ｣に関しては,阪倉 (1977)･柳田 (1990)のように待遇

















なお,現代のように, ｢オル｣や ｢～ トル｣を使用する地域にも,標準













(1) ｢カリレ｣･｢～ トル｣の軽卑化の前提 として, ｢イル｣･r～テル｣が
併存形として存在していたと考えられること｡
(2) 個別の記述を総合して,軽卑化した ｢フヨール｣･｢～ トル｣の分布域が
はば確定できたこと｡
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